
観光いちご園が増えています

いちご園経営が9戸に

川越農林振興センター管内では、近年高設い

ちご栽培による観光摘み取り農園が増加してい

ます。特に、飯能農業支援部管内では、新規就

農者等によるいちご経営を開始した生産者がこ

の5年で2戸から9戸に増加しています。栽培方

式は、全戸が高設栽培を導入しています。高設

栽培の利点は立ったまま管理作業ができる、バ

リアフリーに対応できる、来園者がつみ取りや

すいこと等があげられます。

特徴ある農園へ！

各農園では、それぞれ特徴のある農園作りに

取り組んでいます。農園内のバリアフリー化に

取り組んだり、花の摘み取りを行ったり、ブル

ーベリーなどの果樹と組み合わせた経営を行っ

たりしています。
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さらに経営を発展させるため、川越農林振興

センターでは、昨年11月に、いちご栽培を行っ

ている農業者を対象に「摘み取り観光いちご経

営～成功の秘訣！～」と題して研修会を開催し

ました。秩父市吉田でいちご園を経営している

高野忠財氏を講師に迎え、「おもてなし」の心

を大切にする、摘み取り囲経営成功のポイント

を御講演いただきました。

川越農林振興センターでは、今後も生産者同

士の技術交流等を図る組織づくりを支援すると

ともに、栽培管理技術研修会等を開催するなど、

いちご経営を支援していきます。

車内の観光払篭嘗ご淘

はっぴ－いちご園 所沢市塀

保谷農園 飯能市双柳

小谷野果樹園 飯能市芦苅場

いちごハウス粕谷園 狭山市沢

狭山ベリーランド 狭山市堀兼

いちごとお花畑 坂戸市小沼

いちごの里 毛呂山町西戸

各農園の H P にも詳しい園の様子が載っていま


